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　９月２６日、自民党の安倍晋三総裁が、第９０代・５７人目の首相に就任した。小泉政権
の改革路線は高い支持を得たが、農業や地方には冷たい側面があった。日本は食糧純
輸入国なのに「農業鎖国」をしているような発言や、都市部に軸足を置いた改革で農
村に疲弊感が広まった。 
　安倍新政権は「美しい国・日本」を掲げており、農業や地方が衰退していていいは
ずがありません。小泉改革の踏襲をベースにする安倍政権だが、改革の「ひずみ」地
方との格差を是正する使命を強く負っている。 

　安倍政権で気になるのは、「強い日本」を強調するあまり、小泉改革で置いてきぼりになっている地方や農
業・農村を後回しにした、国造りにすすむのでは無いかという懸念だ。そこで、安倍政権に次のことを望む。 
　第１に、地方の繁栄無くして、日本の再生はない。国造りの基本に農業・農村をしっかりと位置づけること。 
　日本は経済効率が重視され、農業・農村を軽視する時代が続いた。若者は都会に流れ、施策も都会に集中し、
その結果農村は高齢化が進み、耕作放棄が増えた。小泉構造改革はそれに拍車をかけた。 
　都市と農村の均衡ある発展こそが「美しい国」であり、国造りの基本だ。そして子どものうちから、食糧・
自然の大切さ、農業・農村の価値をきちんと教える教育も大切だ。 
　次に、子どもがいなくなれば、家庭も集落も消滅し、結果として国も滅びる。少子化対策は周辺対策も含め
きちんとしてもらいたい。強く望む。そして、米国と同じくらいに隣人である中国等のアジアと、今まで以上
に友好関係を強く築く箏が大切だ。その事が経済や文化活動を通じ日本の有益になる。 
　又、北朝鮮の拉致問題は、安倍総理の強い決意がうかがえ、ぜひ安倍政権で解決する。そして、子どもは「国
の宝」だ。おりしも当市では小学校の統合問題、県でも高校の全県１学区制を検討している。すべての子ども
たちに、高い水準の学力と基本的生活習慣を身につける教育が必要だ。 
　戦後生まれの、安倍新首相に期待する。 

    

　
９
月
５
日
か
ら
２０
日
ま
で
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
８
／

３０
「
南
魚
沼
市
、
実
質
公
債
費
比
率
２３
・
５
％
・
県
内
ワ

ー
ス
ト
１
」
の
新
聞
報
道
は
、
本
議
会
を
市
財
政
を
問
う

議
会
と
さ
せ
た
。 

　
市
の
借
金
は
、
一
般
会
計
３
６
１
億
円
・
下
水
道
３
２

９
億
円
・
水
道
２
１
０
億
円
・
病
院
１
３
億
円
・
広
域
４

６
億
円
の
計
９
５
８
憶
円
。
１８
年
度
予
算
は
５
５
０
億
円

（
一
般
２
６
４
、
特
別
２
１
６
、
企
業
７
０
）
で
、
借
金

の
額
は
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。 

　
実
質
公
債
費
比
率
は
１８
％
未
満
が
、
健
全
財
政
と
言
わ

れ
て
お
り
、
１８
％
以
上
は
９
市
町
村
。
一
般
質
問
で
も
こ

の
問
題
を
、
６
人
の
議
員
が
取
り
上
げ
市
長
の
考
え
を
問

い
た
だ
す
。 

　
１７
年
度
決
算
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
事
業
（
款
）
に
つ

い
て
、
無
駄
の
支
出
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
質

問
が
相
つ
い
だ
。
私
は
、
総
務
費
の
郵
送
料
３
０
、
３
１

１
千
円
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
郵
送
料
経
費
節
減

の
方
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
う
…
…
。
例
え
ば
職

員
が
自
分
の
集
落
を
配
布
す
る
と
か
…
…
！ 

　
市
長
は
財
政
健
全
化
計
画
（
１８
〜
２２
年
）
の
見
直
し
を

含
め
、
平
成
２５
年
度
頃
に
は
１８
％
台
に
す
る
と
言
っ
て
い

る
。 

　
し
か
し
、
耐
震
強
度
の
低
い
学
校
の
改
築
や
補
修
、
市

庁
舎
や
斎
場
、
消
防
署
な
ど
の
建
て
替
え
も
迫
ら
れ
て
い

る
。
財
政
の
健
全
化
と
併
せ
て
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
舵
取

り
が
必
要
に
な
り
、
議
会
の
責
務
は
重
大
だ
。 

秋の収穫と豊作を すなおに喜べる政治を！ 

ホームページ：www１８.ocn.ne.jp/̃tunezou/   Eメール：tunezou@cocoa.ocn.ne.jp

９
月
定
例
議
会 

一
般
質
問
で 

６
人
が
財
政
健
全
化
を
！ 
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　早朝よりの傍聴ご苦労様です。通告に従い２点に

ついて質問致します。 
 
 
 
 
　１点目は、駅前ショッピングセンター「ララ」す
なわち六日町街づくり会社について質問致します。 
　９月の定例議会ですので、実りの秋・収穫の秋と
言うことで、農業問題・農政問題を準備しておりま
した。 
ところが、産業建設委員会、所管事務調査の報告に、
１１ページにわたりショピングセンターララの現状、
質疑応答の模様が記され、本会議初日に報告されま
した。その報告を聞き、私は直感的に「ララ」は閉
店するのではと思いました。南魚沼市６３、０００人の中
心街、六日町駅前が空洞化するのでは無いか？空洞
化させてはいけない、と言う強い思いから質問に立
ちました。 
　皆さんご存じのように、ショッピングセンター「ラ
ラ」は、地元の期待を一身に担い、平成８年１２月６
日に、六日町駅前の商業の中心として、六日町・地
元企業・中小企業基盤整備機構の３者の協力を得て

オープンし、今年の１２月６日に１０年目を迎えます。
当時、浦佐の商店街は客足が遠のき、商店街に活力
が無くなる中で、新幹線駅があり毘沙門堂があるの
に何で活力がないのだ、と思っていましたので、街
の中心、駅前をよりにぎやかにするという六日町の
対応に、ある種の嫉妬と同時に、さすが六日町だな
とけなるかった事を覚えています。 
　しかし、オープン直後から、郊外に大型ショッピ
ングセンターが相次いで進出し、設立時の収支計画
を大きく下回る結果となった。よく１０年間もったな。
いやもたしたなと言うのが私の率直の感想です。企
業であれば、会社であればいつ倒産しても撤退して
もおかしくない経営状況であり、今もその環境はか
わっておりませんが、経営者の懸命な経営努力と、
地元企業やテナントの皆さんの血の出るような汗と
努力で、平成１５年度より、当期純利益で黒字を出し
てきております。 
　南魚沼市の玄関口・六日町駅に立地するショッピ
ングセンターララ。そして、ここ数年六日町駅前商
店街に、人がもっどてきたように感じます。駅前通
りをシャッター通りにさせてはいけない、当市の中
心街としてより活性化させるためにも、ショッピン
グセンター「ララ」の存在は大切です。　　　　 
　そこで市長に伺います。構成員の一人・大株主と
して、そして何よりも組長として、駅前通り・六日
町商店街がにぎやかさを取り戻し、市の中心街とし
て発展させるためにも、今後、ショッピングセンタ
ー「ララ」すなわち六日町街づくり会社に対して、
どのように対応するのか伺います。そして、経営の
先送りは良い結果をもたらさない。いつ頃までに対
応するのかも伺う。 
 

〈市長答弁〉 

　できる限りの方策をもって対応している。とにか

く継続的に経営をしていって頂きたいと、思う気持

ちは誰よりもある。そこで、今もテナントに入って

いる人の動きが若干あり、撤退および変更、これら

による大きな変化も想定される部分がある。これら

２３
日
　
病
院
事
業
運
営
委
員
会 

２４
日
　
浦
佐
温
泉
耐
久
山
岳
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
大
会
実
行
委
員
会 

２６
日
　
鮎
ま
る
か
じ
り
祭
り 

２７
日
　
浦
佐
地
区
市
民
明
朗
運
動
会 

３０
日
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
南
政
・
つ
つ
じ
ク
ラ
ブ
勉
強
会 

３１
日
　
ま
い
た
け
工
場
視
察 

〈
9
　
月
〉 

２
日
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
準
備
及
前
夜
祭 

３
日
　
マ
ラ
ソ
ン
・
歩
こ
う
大
会 

５
〜
２０
日
　
９
月
定
例
議
会 

６
日
　
一
般
質
問
通
告 

（
７
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
） 

８
日
　
社
会
厚
生
常
任
委
員
会 

９
日
　
裸
押
合
い
記
録
保
存
幹
事
会 

１０
日
　
浦
佐
地
区
敬
老
会 

　
　
　
米
山
隆
一
さ
ん
と
語
る
会 

１３
日
　
一
般
質
問
に
立
つ 

　
　
　
（
総
務
文
教
委
員
会
） 

１５
日
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　（
有
）ウ
ラ
コ
ウ
秋
作
業
会
議 

１６
日
　
ぶ
ど
う
収
穫
祭
と
ワ
イ
ン
祭
り 

 

　
　
　
県
土
木
部
都
市
計
画
局
長
来
市 

１７
日
　
荒
川
区
県
人
会
市
内
案
内 

　
　
　
八
海
山
石
展 

１８
日
　
裸
押
合
い
第
２
回
学
習
会 

　
　
　
魚
沼
菊
花
展
財
政
委
員
会 

２０
日
　
議
会
全
員
協
議
会 

　
　
　
三
会
派
懇
談
会 

２１
日
　
泉
田
知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

　
　
　
ィ
ン
グ
（
南
魚
地
区
） 

２２
日
　
大
和
地
区
課
長
と
の
懇
談
会 

２４
日
　
南
魚
沼
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
３０ 

　
　
　
周
年
記
念
事
業 

２６
日
　
裸
押
合
い
記
録
調
査
で
新
潟
へ 

３０
日
　
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会 

　
　
　
魚
沼
菊
花
展
実
行
委
員
会 

一 般 質 問  一 般 質 問  

駅前ショッピングセンター「ララ」 駅前ショッピングセンター「ララ」 駅前ショッピングセンター「ララ」 
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も含めて関係者と今年度中に抜本的な対応策を練ら

なくてはならない。指摘されているように、先送り

していても良い結果は出ないのでそういう準備段階

に入っている。これは当然ですが、経営を前提とし

て考えていると言うことです。 

　ただ入居者の皆さんの動き、というのが大きな要

素になりますので、いかに市や会社が色々と改善策

を出しても、入居者の皆さんから見放されればアウ

トになる。この辺も含めて検討を重ねていく。 

 
 
 
 
　２点目は「学力向上」という視点で、「中・高一
貫教育」について伺います。 
　新潟県が教育後進県と言われている理由に、大学
進学率の低い事がが取り上げられております。全国 
４７都道府県中最下位か、ビリから２番目に位置して
おりました。しかし、平成に入り、全県学区の国際
情報高校、単位制の高校、理数科のクラスの導入と、
多様な教育で子ども達の無限の力を引き出し、子ど
も達の自己実現のため県及び県教委は懸命に教育改
革を行い、平成５年に２４．５％であった本県の大学進 
学率は平成１７年度には４０．３％となり、全国順位もビ
リから２番目の４６位から３２位に上昇するなど一定の
成果を上げてきました。 
　更に子ども達の学力向上のために、平成１４年度よ
り「中高一貫教育」を導入してきました。１４年に村
上中等教育学校と阿賀黎明中高一貫教育学校が設立
され、その後１５年に柏崎、１６年に燕に、１７年・今年
度に津南、１８年は直江津に、あと佐渡、長岡、新潟
で計画されております。そして私立の明訓高校も１９
年から導入と聞いております。 
　昨日も五十沢地区での小学校の統合について一般
質問が有り、厳しい応酬がありました。それは、誰
もが子ども達の教育環境をよくしてやろうと言うこ
とから起きているからです。 
　そこで市長に伺います。少子化により子どもが減

少していく中で、今後塩沢商工、六日町高校、八海
高校とクラス数の減少は必然的に発生してきます。
子ども達の学力向上と子ども達の将来の夢の実現の
ために、３高校に２クラス程度の中高一貫教育を提
案致しますので、考えを伺えます。 
　又、国際情報高校については、昨年魚沼市で開催
された「知事とのタウンミーテング」で、知事が発
言した「医師不足解消策の一つとして、国際情報高
校の中高一貫化を検討したい」に対してどのように
考え、当市の組長としてアクションを起こしたのか
伺います。 
 

〈市長答弁〉 

・市長ー知事の発言については念頭になかったから、

アクションは起こしていない。全県一区の国際情報

高校に中等部の設置は難しい。 

・教育長ー県教委は中高一貫高校の設置は、今一巡

が終わり、二巡目にはいるかどうかも定かでない中

で、市内の高校に中高一貫教育の考えはと言われれ

ても難しい。ただ、中高一貫の生徒は、確かに成績

は良い。先般行われた全県一斉の学力テストでも明

らかだ。通学のできる範囲で中高一貫校があれば、

子供達の進路の選択肢が広がり、学ぶ意欲をためる

ことができると思う。指摘の３校への中等部の設置

は難しい。 

　ただ、県の動向を見きわめ、方向を出してくると

きに、速やかに対応できるように準備を進める必要

はある。 

  

〈
7
　
月
〉 

１０
日
　
大
和
地
域
交
通
安
全
市
民
大
会 

１５
日
　（
有
）ウ
ラ
コ
ウ
設
立
祝
賀
会 

１６
日
　
南
魚
沼
市
農
業
者
大
会 

桜
井
代
議
士
国
会
議
員
在
職
２５

年
表
彰
を
祝
う
会 

１７
日
　
井
口
市
長
後
援
会
浦
佐
地
区
発

　
　
　
起
人
会 

１８
日
　
祭
り
奉
納
し
め
縄
作
り 

裸
押
合
い
記
録
保
存
幹
事
会 

１９
日
　
浦
佐
夏
祭
り
民
謡
流
し 

２０
日
　
白
山
神
社
例
大
祭 

２１
日
　
白
山
神
社
報
実
祭 

２７
日
　
浦
佐
温
泉
耐
久
山
岳
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
大
会
実
行
委
員
会 

２９
日
　
浦
佐
夏
祭
り
反
省
会 

３０
日
　
関
常
幸
後
援
会 

女
性
部
夏
季
研

　
　
　
修
・
大
地
の
芸
術
祭
と
吉
祥
の
湯  

３１
日
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
葛
西
中
学
） 

〈
8
　
月
〉 

１
〜
２
日
　
東
京
都
江
戸
川
区
葛
西
第

　
　
　
三
中
学
生
４
名
ホ
ー
ム
ス
テ
イ 

２
日
　
社
会
厚
生
委
員
会 

６
日
　
第
４
回
毘
沙
門
天
夏
祭
り 

７
日
　（
有
）ウ
ラ
コ
ウ
役
員
会 

９
日
　
本
町
商
店
会
会
議 

１１
日
　
寺
宝
展
巡
り
打
ち
合
わ
せ 

１２
日
　（
有
）ウ
ラ
コ
ウ
会
議  

１５
日
　
裸
押
合
い
記
録
保
存
実
行
委
員

　
　
　
会
「
た
よ
り
」
第
２
号
発
行 

１５
〜
２４
日
　
雪
国
あ
か
り
展
開
催 

１７
日
　
米
山
隆
一
支
部
長
と
つ
つ
じ
ク

　
　
　
ラ
ブ
懇
談
会 

１８
日
　
中
越
地
区
市
議
会
議
員
研
修
会 

１９
〜
２３
日
　
寺
宝
展
巡
り
開
催 

２０
日
　
関
常
幸
後
援
会
夏
季
研
修
・
寺 

　
　
　
宝
展
め
ぐ
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会 

活
動
日
誌 

「中・高一貫教育」について 「中・高一貫教育」について 「中・高一貫教育」について 



雲洞庵にて 龍谷寺 

松代「農耕文化村」 
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●
編
集
後
記
● 

　
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
秋
本
番
な
り
ま
す
。
朝
晩
冷
え
込
み
ま
す
の
で
、 

健
康
に
は
ご
留
意
下
さ
い
。 

　
先
日
（
９
／
３０
）
、
新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
南
魚
沼
市
で
開
催

さ
れ
、
第
５
分
科
会
に
出
席
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て
で
、
親
の
責
任
、

家
庭
の
役
割
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
。
そ
し
て
、
命
を
つ
な
ぐ
・
健
康
を
守
る

「
食
」
に
関
し
て
「
お
母
さ
ん
は
台
所
か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問

題
提
起
す
る
…
…
。 

　
１２
月
３
日
（
日
）
午
後
よ
り
、
「
関
常
幸
・
市
政
報
告
会
及
び
忘
年
会
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
、
日
程
を
空
け
て
お
い
て
下
さ
い
。 

        

　
ボ
ク
は
大
学
一
年
生
で
す
。
夏
期

休
暇
で
実
家
に
帰
っ
た
と
き
、
伯
父

さ
ん
に
誘
わ
れ
て
９
月
１３
日
の
議
会

傍
聴
に
行
き
ま
し
た
。
本
音
を
言
え

ば
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
…
…
。 

　
私
た
ち
が
、
会
場
に
着
い
た
時
に

は
、
す
で
に
一
般
質
問
は
始
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
受
付
を
済
ま
せ
、
緊
張

と
不
安
を
抱
き
、
議
場
へ
と
入
り
ま

し
た
。
四
名
の
方
の
議
員
の
質
問
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
議
場
に
入
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
、

傍
聴
席
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い

た
こ
と
で
し
た
。
議
場
は
、
思
っ
て

い
た
よ
り
狭
く
、
そ
し
て
何
よ
り
ピ

ー
ン
と
張
り
つ
め
た
緊
張
感
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

議
長
さ
ん
の
「
休
憩
に
は
い
り
ま
す
」

と
い
う
一
言
で
雰
囲
気
は
一
変
し
、

よ
う
や
く
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
伯
父
さ
ん
は
、
午
後
一
番
目
の
質

問
者
で
し
た
。
な
ぜ
か
見
て
い
る
私

に
も
力
が
は
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
変
な
心
配
も
よ
そ
に
、
壇
上
で

は
堂
々
と
し
、
再
質
問
・
再
々
質
問

で
も
市
長
さ
ん
と
渡
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
も
し
私
が
同
じ
立
場
に
な
っ

た
と
き
、
こ
の
よ
う
に
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
思
い
、
伯
父
さ
ん
は
「
す
ご

い
！
」
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
今
回
、
私
は
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特

性
を
持
っ
た
質
問
で
、
地
域
や
市
民

に
つ
い
て
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
、

真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す

る
市
長
さ
ん
の
答
弁
も
前
向
き
な
答

弁
が
多
く
、
丁
寧
で
と
て
も
分
か
り

や
す
く
、
市
長
さ
ん
は
ひ
と
味
違
う

な
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
も
時
間
の
あ
る
と
き
は
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

浦
佐
　
関
　
隼
人 

議
会
傍
聴
記 

●越後妻有大地の芸術祭と吉祥の湯〈女性部〉 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関　三枝子 

　後援会の世話人会でこの話が出たときに、「人集めが大変だよ」

と役員の人から言われたので、本当に心配でした。 

　７月３０日、梅雨があけず天気も心配でしたが、最高の天気と

なり、参加者もマイクロバスに乗り切れず、ワゴン車を１台出

すほどになりました。８：３０分に浦佐を出発し、４０の国２００組

のアーティストの作品にどこまで迫られるか。十日町市内では、

地元婦人の説明を受け、松代「農耕文化村」、松之山「キョロ

ロ」を見学し「美人林」で昼食のおにぎりにかぶりつく。　 

　午後からは、中里～十日町「市交流館・キナーレ」～「妻有 

観世能」～日本の陶芸家が集まる「願入」を見て、浦佐温泉「吉

祥の湯」に１４：００着きました。 

　近くに、これだけの世界的なイベントがあるとは知りません

でした。良い研修でした。来年も実施しようと言われ安堵しま

した。そして、皆さんから色々と励まされ感謝致します。 

●寺宝展巡りと 
　バーベキュー大会 
　　　　　（８/２０） 

「関常幸後援会」 「関常幸後援会」 
夏期研修会 


